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1997 年 10 月から 2012 年 12 月の間に、当院で生体肝移植が行われ、移植時
に 18 歳以下であった 512 人のうち、HVOO と診断された 48 名を対象とした。
診断基準は肝静脈造影により 50%以上の狭窄、または、狭窄部前後で 5mmHg
以上の圧較差とした。男性 24 人/女性 24 人、初回の経皮的治療時の年齢中央値
が 6 歳 (範囲は 2 月‐20 歳)、主たる原疾患は胆道閉鎖症であった。生体肝移
植から初回の経皮的治療までの期間は、中央値は 18 月(範囲は 1 月‐220 ヶ月)
であった。 
経皮経肝的アプローチで 35 人、経皮経内頸静脈アプローチで 13 人、初回の
経皮的治療が行われた。ガイドワイヤーで吻合部狭窄を突破し、バルーン拡張












イドラインで定める Major complication について評価した。 
 
手技的成功率は 99.0％（93 セッション中 92 セッション）と 97.9％（48 人中
47 人）であった。臨床的成功率は 85.4％（48 人中 41 人）であった。1 年、3
年、5 年、10 年の一次開存率は 64％、57％、57％、52％で、一次補助開存率









吻合部狭窄による Hepatic Venous Outflow Obstruction (HVOO)や血栓症が術後
まれにおこることが知られている。本研究では、小児生体肝移植後の HVOOに対
する経皮的治療の長期成績を評価した。 
1997年 10月から 2012 年 12月の間に、当院で生体肝移植が行われ、移植時に
18歳以下であった 512 人のうち、HVOOと診断された 48名を対象とした。男性
24人/女性 24人、初回の経皮的治療時の年齢中央値が 6歳 (範囲は 2月‐20歳)、
主たる原疾患は胆道閉鎖症であった。手技的成功率、臨床的成功率、開存率、ス
テント留置、合併症を評価した。 









以上の研究は小児生体肝移植後の hepatic venous outflow obstructionに対する
経皮的治療の長期成績の解明に貢献し、今後の小児生体肝移植後の hepatic 
venous outflow obstructionに対する治療方針の決定に寄与するところが多い。 
 
したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 









   要旨公開可能日：   学位授与後即時公開可 
